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　自動車税は、毎年４月１日現在で運輸支局に登録されている自動
車の所有者（割賦販売の場合は使用者）の方に納付いただく税金です。

【群馬県自動車税事務所からのお知らせ】

自動車の登録手続きはお済みですか？

●次のような場合には、令和２年３月31日（火）までに、運輸支局で必ず手続きを行ってください。

【変更登録】………住所、氏名に変更があった場合
【移転登録】………自動車を下取りに出したり、他の人に譲渡した場合
【抹消登録】………自動車を使用しなくなった、または使用不能である場合
※登録手続きを委託した場合は、手続きが済んでいるか再度ご確認ください。

●登録手続きを済ませないと以下のようなことが起こります。

〈例〉　○引っ越しをしたが、新住所に納税通知書が届かない。
　　　○人に譲ったり、故障しているなど、既に使用していない車の税金を納めることになる。
　　　○下取りに出したはずの車の税金を納めることになる。

車検証の住所や氏名の登録変更が３月中に完了しない場合は、「ぐんま電子申請受付サービス」
で納税通知書の送付先を一時的に変更することができます。

詳しくは、ホームページから→ 群馬県　自動車税　電子申請 検索

➡

自動車税（種別割）について
　群馬県自動車税事務所　　　☎027－263－4343
　群馬県吾妻行政県税事務所　☎0279－75－3300
自動車の登録について
　関東運輸局群馬運輸支局　　☎050－5540－2021
　※軽自動車、バイクには軽自動車税が課税されます。軽自動車税については、町村役場にお問い合わせください。
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国
家
公
務
員
募
集

　

人
事
院
は
２
０
２
０
年
度
に
次
の
国
家
公

務
員
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

総
合
職
試
験

　
︵
院
卒
者
試
験
、大
卒
程
度
試
験
︶

●
受
付
期
間

　

３
月
27
日（
金
）〜
４
月
６
日（
月
）

●
第
１
次
試
験
日

　

４
月
26
日（
日
）

一
般
職
試
験
︵
大
卒
程
度
試
験
︶

●
受
付
期
間

　

４
月
３
日（
金
）〜
４
月
15
日（
水
）

●
第
１
次
試
験
日

　

６
月
14
日（
日
）

�

一
般
職
試
験

︵
高
卒
者
試
験
、社
会
人
試
験
︵
係
員
級
︶︶

●
受
付
期
間

　

６
月
22
日（
月
）〜
７
月
１
日（
水
）

●
第
１
次
試
験
日

　

９
月
６
日（
日
）

【
注
意
】申
し
込
み
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

り
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
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●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

人
事
院
関
東
事
務
局

　
（
☎
０
４
８
・
７
４
０
・
２
０
０
６
〜
８
）
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日
本
に
住
む
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
人
は
、
全
員
が
国
民
年
金

に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

20
歳
以
上
の
学
生
も
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
収
入
が
一
定
額
以
下
の
学
生
に
つ
い
て
は
、
申
請
し
て
承

認
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
学
生
期
間
中
の
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
る
﹃
学
生
納
付
特
例
制
度
﹄
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
家
族
の
収
入
に
関
係
な
く
、
学
生
本
人
の
所
得

を
基
準
と
し
て
審
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
学
生

本
人
に
所
得
が
な
い
こ
と
か
ら
、
大
部
分
の
学
生
は
こ
の
制
度
に

該
当
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

保
険
料
の
納
付
猶
予
を
受
け
て
い
る
期
間
中
に
万
が
一
の
事
故

な
ど
で
障
害
を
負
っ
た
場
合
に
は
、
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
猶
予
を
受
け
た
期
間
は
年
金
を
受
け
る

た
め
の
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
老
齢
基
礎
年
金
額
に
は

反
映
し
ま
せ
ん
。
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、

10
年
以
内
に
保
険
料
を
納
め
る
こ
と（
追
納
）が
必
要
で
す
。

学
生
納
付
特
例
制
度
を
申
請
さ
れ
る
方
は
、
役
場
の
国
民
年
金

担
当
係
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
平
成
31
年
度（
令
和

元
年
度
）に
保
険
料
納
付
を
猶
予
さ
れ
て
い
る
方
で
、
令
和
２
年
度

も
在
学
予
定
の
方
へ
、
３
月
末
か
ら
４
月
初
め
に
日
本
年
金
機
構

か
ら
ハ
ガ
キ
形
式
の
申
請
書
送
付
い
た
し
ま
す
。
同
一
の
学
校
に
在

学
さ
れ
て
い
る
方
は
、
こ
の
ハ
ガ
キ
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
返
送

い
た
だ
く
こ
と
で
令
和
２
年
度
の
手
続
き
が
で
き
ま
す
。
令
和
２
年

度
は
学
生
納
付
特
例
制
度
を
利
用
せ
ず
、
納
付
を
ご
希
望
の
場
合

は
年
金
事
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

渋
川
年
金
事
務
所　

国
民
年
金
課

 

　

☎
０
２
７
９
・
２
２
・
１
６
０
７

国
民
年
金

国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特
例
制
度
の
お
知
ら
せ

東部火葬場一部料金改定について
　東部火葬場の火葬炉使用料金につきまして、令和２年４月１日より下記のとおり改定しますので、皆様のご理
解をよろしくお願い申し上げます。

※�火葬炉使用料を一律1,000円上乗せる改定となります。その他の斎場、霊安室、待合室は現行の使用料と変更
はありません。

施設等
の名称

種別 単位

改正後使用料（円） 改正前使用料（円）

圏域内 圏域外 圏域内 圏域外

火葬炉

12歳以上の遺体 １体 11,000 31,000 10,000 30,000

12歳未満の遺体 １体 6,000 21,000 5,000 20,000

生後１月未満の遺体、
死産児及び体の一部

１体 4,000 11,000 3,000 10,000

胎盤、
産じょくの類

10㎏未満 4,000 10,000 3,000 9,000

10㎏以上20㎏未満 6,000 16,000 5,000 15,000

20㎏以上30㎏未満 8,000 22,000 7,000 21,000

《お問い合わせ先》　吾妻広域町村圏振興整備組合事務局　☎︎0279－75－4700
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吾
妻
東
部
衛
生

セ
ン
タ
ー
よ
り

事
業
所
か
ら
発
生
す
る
ご
み
を

収
集
場
所
へ
出
す
場
合
に
つ
い
て

ご
家
庭
か
ら
発
生
す
る
ご
み

に
つ
い
て
は
、
町
村
が
責
任
を

も
っ
て
収
集
及
び
処
理
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
に
対
し
て
、

事
業
所
か
ら
発
生
す
る
ご
み（
事

業
系
一
般
廃
棄
物
）に
つ
い
て
は
、

事
業
者
自
ら
の
責
任
で
処
理
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

衛
生
セ
ン
タ
ー
で
は
、
店
舗

兼
住
宅
に
居
住
し
て
い
る
方
々

も
い
る
こ
と
か
ら
、
一
般
家
庭
ご

み
収
集
に
支
障
に
な
ら
な
い
程

度
の
量（
指
定
袋
２
袋
ま
で
）で
、

指
定
袋
に
名
前
を
記
載
し
、
収

集
日
の
朝
８
時
ま
で
に
出
せ
れ

ば
収
集
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
収
集
場
所
の
管
理
は
、

地
域
住
民
の
方
々
が
行
っ
て
お

り
、
事
業
所
か
ら
の
多
量
の
ご

み
の
排
出
に
伴
い
、
他
の
方
が

出
せ
な
く
な
る
な
ど
の
影
響
が

あ
る
た
め
、
ご
み
が
定
期
的
に

多
量
に
出
る
場
合
に
つ
い
て
は
、

事
業
者
自
ら
衛
生
セ
ン
タ
ー
へ

搬
入
し
て
い
た
だ
く
か
、
組
合

が
ご
み
の
収
集
運
搬
を
許
可
し

た
業
者
へ
依
頼
す
る
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

建
築
物
の
解
体
に
伴
う
廃
棄
物

の
処
理
に
つ
い
て

最
近
、
建
築
物
の
解
体
ま
た

は
リ
フ
ォ
ー
ム（
以
下
「
解
体
等
」

と
い
い
ま
す
。）を
建
設
業
者
へ

依
頼
し
て
発
生
し
た
木
材
類
等

を
衛
生
セ
ン
タ
ー
で
処
理
し
て

も
ら
い
た
い
と
い
う
問
い
合
わ

せ
が
多
く
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

建
築
物
の
解
体
等
に
伴
っ
て
生

じ
た
も
の
は
、
廃
棄
物
処
理
法

で
産
業
廃
棄
物
と
し
て
規
定
さ

れ
て
お
り
、
解
体
等
を
行
っ
た

建
設
業
者
に
処
理
責
任
が
あ
り

ま
す
。
ご
自
宅
の
解
体
等
を
建

設
業
者
へ
依
頼
し
た
方
は
、
契

約
時
に
処
分
ま
で
業
者
へ
依
頼

す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
不
要
に
な
っ
た
家
財

等
は
一
般
廃
棄
物
に
該
当
し
ま
す

の
で
、
ご
自
分
で
搬
入
し
て
い
た

だ
く
か
、
組
合
が
許
可
し
た
業

者
へ
運
搬
の
依
頼
を
し
て
く
だ
さ

い
。
許
可
を
受
け
て
い
な
い
者
が

一
般
廃
棄
物
を
運
ぶ
と
廃
棄
物

処
理
法
違
反
で
罰
則
を
受
け
ま

す（
５
年
以
下
の
懲
役
も
し
く
は

１
千
万
円
以
下
の
罰
金
）。

こ
れ
か
ら
も
、
ご
み
の
正
し

い
分
別
お
よ
び
適
正
処
理
に
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先　

吾
妻
東

部
衛
生
セ
ン
タ
ー（
☎
０
２
７

９
・
７
５
・
２
０
９
９
）

吾
妻
郡
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
よ
り

～
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
・
キ
ャ
ッ
シ

ュ
レ
ス
決
済
を
利
用
の
際
は
支
払
い

方
法
を
よ
く
確
認
し
ま
し
ょ
う
～

　
「
リ
ボ
払
い
を
つ
い
利
用
し
続

け
、
返
済
の
為
の
借
金
を
し
、

そ
れ
も
リ
ボ
払
い
に
。
気
付
け

ば
３
０
０
万
円
の
借
金
と
な
っ

て
し
ま
い
、
返
済
で
き
な
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
」

　

数
カ
月
先
の
ツ
ケ
払
い
な
ど
、

次
々
と
登
場
し
て
い
る
新
し
い

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
は
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
と
紐
付
い
て
い

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
リ
ボ
ル

ビ
ン
グ
払
い（
リ
ボ
払
い
）を
選

択
す
る
と
、
月
々
の
支
払
い
額

は
一
定
額
に
と
ど
ま
り
ま
す
が
、

負
担
す
る
手
数
料
が
か
さ
み
、

返
済
期
間
が
長
期
間
に
な
っ
て

し
ま
う
場
合
が
あ
る
た
め
注
意

が
必
要
で
す
。

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
リ
ボ

払
い
の
金
利
な
ど
の
仕
組
み
、

契
約
に
つ
い
て
の
相
談
・
お
問

い
合
わ
せ
は
、
吾
妻
郡
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー（
☎
０
２
７
９
・
７

５
・
１
１
６
６
）へ
。

一
月
句
会

寒
禽
の
声
透
き
通
る
無
音
界

生
き
て
い
る
う
ち
は
人
間
な
す
な
粥�

あ
き
を

平
凡
に
生
き
て
幸
せ
屠と

そ蘇
祝
う

賀
状
見
る
手
書
の
文
字
の
な
つ
か
し
き�

昭　

典

落
ち
て
ゆ
く
夕
日
は
早
し
冬
田
道

凍
て
空
や
動
か
ぬ
鷺さ

ぎ

の
立
つ
川
面�

泰　

枝

続
け
た
る
父
に
習
ひ
し
注し

め連
飾
り

荒
縄
を
足
に
巻
き
い
ざ
雪
の
道�

キ
ヨ
子

友
元
気
炭
焼
く
煙
り
の
ぼ
り
た
り

き
の
う
よ
り
ふ
く
ら
ん
で
居
る
猫
柳�

良　

郷

ポ
イ
ン
セ
チ
ア
老
の
住
い
へ
客
入
れ
て

一
億
の「
桜
」見
て
い
る
去
年
今
年�

朝　

郎

繭ま
ゆ

玉
に
無
病
息
災
願
う
ま
ま

星
空
の
下
除
夜
の
鐘
鳴
り
響
く�

響　

市

絵
の
よ
う
な
谷
川
兵
や
初
日
の
出

遠
く
見
る
浅
間
の
け
む
り
初
景
色�

紫　

雲

二
月
句
会

流
る
る
を
忘
れ
し
水
に
春
の
月

初
午
や
農
が
奢お

ご

り
の
丸
め
餅�

あ
き
を

ふ
っ
く
ら
と
香
り
包
ん
で
ふ
き
の
た
う

登
校
の
銀
輪
春
の
風
を
切
る�

泰　

枝

満
月
を
ほ
お
り
上
げ
た
る
雪
の
朝

糖
尿
病
予
備
群
雪
の
日
も
散
歩�

キ
ヨ
子

バ
ス
を
待
つ
雪
解
の
山
を
遠
く
し
て

春
シ
ョ
ウ
ル
肩
を
よ
せ
合
い
て
行
く
二
人�

幸　

子

東
洋
の
疫
病
退
治
へ
鬼
や
ら
い

絶
ゆ
り
な
き
命
の
泉
芹せ

り

匂
う�

朝　

郎

寄
鍋
を
か
こ
み
て
言
葉
は
じ
け
出
し

餅
を
蒸
す
静
か
に
湯
気
の
軒
を
這
う�

末　

吉

寒
の
明
け
油
断
す
る
な
の
声
が
す
る

宝
く
じ
立
春
大
吉
人
の
列�

昭　

典

初
春
や
ハ
ン
グ
ラ
イ
ダ
ー
空
高
く

新
車
買
う
記
念
写
真
や
春
う
ら
ら�

紫　

雲


